
町 の
動 き

●
木
ノ
宮
自
治
会
内
道
路
改
良
工
事

　

平
成
20
年
２
月
29
日
完
成
予
定

　

上
富
第
１
区
地
内
／
工
事
延
長
距　

　

離
149
・
00

　

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄

附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源

と
し
て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
十
万
円
／
十
月
五
日

　

東
入
間
地
区
遊
技
業
防
犯
協
力
会

▽
八
二
○
円
／
十
月
九
日

　

幸
の
会
親
睦
旅
行

▽
一
万
七
六
八
○
円
／
十
月
九
日

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
手
と
足

　

の
会
」

▽
五
○
○
○
円
／
十
月
十
日

　

匿
名

▽
三
六
○
○
円
／
十
月
十
日

　

小
料
理
あ
け
み
（
み
よ
し
ま
つ
り
模

　

擬
店
出
店
団
体
）

▽
三
四
○
○
円
／
十
月
十
日

　

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
一
同

▽
一
五
○
○
円
／
十
月
一
二
日

　

中
島
忠
夫

▽
五
○
○
○
円
／
十
月
一
二
日

　

匿
名

▽
一
万
一
五
八
三
円
／
十
月
一
五
日

　

妙
林
寺
妙
心
祭
実
行
委
員
会

▽
一
五
○
○
円
／
十
月
二
三
日

　

島
田
喜
久
雄

▽
一
五
○
○
円
／
十
月
二
三
日

　

細
沼
邦
平

▽
七
三
五
五
円
／
十
月
二
九
日

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

▽
三
○
○
○
円
／
十
月
三
一
日

　

匿
名

▽
二
五
○
○
円
／
一
一
月
二
日

　

匿
名

▽
一
○
○
○
円
／
一
一
月
五
日

　

匿
名

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

▽
遺
贈
物
件
／
十
月
一
八
日

　

染
谷
コ
ウ（
相
続
人
代
表
染
谷
隆
男
）

▽
点
字
図
書
４
冊
／
一
一
月
五
日

　

東
京
電
力

志
木
支
社

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

▽
囲
碁
盤
（
脚
付
き
）
５
台
、
将
棋
盤

（
脚
付
き
）
１
台
／
一
一
月
一
日

　

福
祉
将
棋
・
囲
碁
の
会

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
指
定
寄
附
と
し

　

て
）

▽
八
○
六
二
円
／
十
月
一
一
日

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
募
金
箱
８
月
分

▽
六
○
八
一
円
／
十
月
一
一
日

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
募
金
箱
十
月
十

　

日
ま
で

▽
四
二
八
七
円
／
十
月
二
九
日

　

竹
間
沢
公
民
館
募
金
箱

（
新
潟
県
中
越
沖
地
震
救
援
募
金
）

　
　
　

│
│
│
│
│
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
健
康
福
祉
課

　

平
成
十
九
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、

前
町
長　

林
孝
次
氏
が
旭
日
小
綬
章
の

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

氏
は
町
議
会
議
員
を
三
期
、
そ
の
間

副
議
長
、
そ
の
後
助
役
を
一
期
、
町
政
史

上
初
の
連
続
四
期
町
長
を
務
め
る
な
ど
、

町
政
の
発
展
に
絶
大
な
尽
力
を
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
町
道
北
永
井

号
線
道
路
改
良
工
事

　

平
成
20
年
２
月
29
日
完
成
予
定　

　

北
永
井
第
２
区
地
内
／
工
事
延
長　

　

距
離
179
・
80

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

前
町
長　

林
孝
次
氏
が
旭
日
小
綬
章
を

受
章
し
ま
し
た

「ねんきん定期便」を送付します

　社会保険庁では、より身近でわかりやすい年

金をめざして、年金加入記録や年金見込額などの

情報を平成20年度より加入者の皆様にお届けする

「ねんきん定期便」の送付を始めます。

●平成19年３月から35歳の誕生日を迎えられる方

には誕生日の前月に郵送します。

●平成19年12月からは45歳、55歳～59歳の方に郵

送します。

●平成20年４月以降は全被保険者の方にお届けし

ます。

〈ご自身の年金加入記録などをご確認ください〉

お届けする年金加入記録は次のとおりです。

◆年金制度ごとの加入月数、加入履歴・厚生年金

保険に加入時の事業所名称等。◆加入月数に応じ

たメセージ。◆国民年金の保険料の納付月数、免

除月数。　

「ねんきん定期便」に関する問い合わせは、ねん

きんダイヤルまたは、お近くの社会保険事務所に

問い合わせください。

「ねんきんダイヤル」はＮＴＴ東日本・ＮＴＴ西

日本が提供する加入電話・ＩＳＤＮ回線、ＣＡＴ

Ｖ回線、公衆電話、携帯電話からご利用いただけ

ます。「ねんきんダイヤル」をご利用できない場

合については、他の電話機でおかけ直しいただく

か、社会保険事務所をご利用ください。

問い合わせ

　ねんきんダイヤル　　 0570 05 1165　

　所沢社会保険事務所　 04 2998 0100

　住民課国保年金係（内線153～156）

工
事
予
定
一
覧

（ ）町 の 動 き

来
年
６
月
の
供
用
を
め
ざ
し
て

　

※
利
用
方
法
等
は
、
施
設
の
管
理

運
営
を
民
間
事
業
者
に
よ
る
「
指
定

管
理
者
制
度
」
を
導
入
し
、
現
在
公

募
中
で
す
。
事
業
者
が
決
定
次
第
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
愛
称
（
ネ
ー
ミ
ン

グ
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
愛
称
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
）
募
集
●

　

施
設
・
地
域
・
環
境
に
ふ
さ
わ
し

い
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

募 

集
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
よ
る
郵

送
の
み
。
裏
面
に
愛
称
（
作
品

名
）
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
を
明

記
の
上
、
応
募
先
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　

 

※
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き

一
作
品
と
し
ま
す

募
集
締
切　

12
月
20
日

ま
で

※ 

優
秀
作
品
等
は
、
広
報
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
注
意
】
最
優
秀
作
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、
衛
生
組
合
に
帰
属
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

《
施
設
使
用
料
》

第
一
式
場　

（
八
〇
人
席
）　

　

十
二
万
円

第
二
式
場　

（
四
〇
人
席
）　

　

十
万
円

第
三
式
場　

（
一
二
〇
人
席
）　

十
五
万
円

火　
　

葬　

（
十
二
歳
以
上
）　

一
万
円
（
二
市
一
町
以
外
利
用 

八
万
円
）

　
　
　
　
　

（
十
二
歳
未
満
）　

五
千
円
（
二
市
一
町
以
外
利
用 

四
万
円
）

待
合
室
　
（
一
室
）　

　
　
　

五
千
円
（
二
市
一
町
以
外
利
用 

一
万
円
）

霊
安
室
　
（
一
日
）　

　
　
　

二
千
円　

動
物
火
葬　

（
五
十

迄
）　
　

二
万
円
（
二
市
一
町
以
外
利
用 
四
万
円
）

　

※
各
式
場
に
は
、
祭
壇
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

※ 

各
式
場
は
、
二
市
一
町
以
外
の
方
は
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
に

利
用
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
施
設
利
用
料
は
２
倍
と
な
り
ま
す
。

【
注
意
】
動
物
と
は
、
犬
猫
等
の
愛
玩
動
物
を
い
い
、
収
骨
が
前
提
で
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

入
間
東
部
地
区
衛
生
組
合
火
葬
場
・
斎
場
建
設
準
備
室

　

〒
３
５
６

０
０
３
４　

ふ
じ
み
野
市
駒
林
一
〇
六
六
番
地

　

２
６
１

５
３
５
１

　

富
士
見
市
下
南
畑
に
建
設
中
の
、
式
場
棟
・
火
葬
棟
・
待
合
棟
を
備
え
た
「
入
間
東
部

広
域
斎
場
」
の
施
設
使
用
料
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
愛
称
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
）
も
募
集
し
ま
す
。

　　　　　

控除しきれなかった分は、住民税（所得割）から控除されます。

　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。平成18年

末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額がある場

合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。

平成 年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります。

　平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年３月17日までに、平成20年１月１日現在

お住まいの市区町村へ「市町村民税道府県民税　住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方 住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法

所得税の確定申告をされない方 源泉徴収票・年末残高等証明書（コピー）を添付して市区町村へ提出

所得税の確定申告をされる方 所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった方 

申告期限　　平成20年3月17日まで

「
入
間
東
部
広
域
斎
場
」

　
　
　

施
設
使
用
料
が
決
ま
り
ま
し
た

広 報 み よ し（ ） 

町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。

国民年金

申告が
必要です


